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有
名
シ
ェ
フ
監
修
の
ピ
ク
ル
ス
、
全
国
か

ら
注
文
が
相
次
ぐ
木
製
ま
ま
ご
と
キ
ッ
チ

ン
、
有
名
メ
ー
カ
ー
と
コ
ラ
ボ
し
た
文
房
具
、

地
場
酒
蔵
と
共
同
開
発
し
た
芋
焼
酎
な
ど
、

福
岡
県
で
は
、
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
つ
く
る

製
品
や
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
全
て
を
「
ま
ご

こ
ろ
製
品
」
と
名
付
け
て
、
福
岡
県
社
会
就

労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
及
び
福
岡
県
セ
ル
プ

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
本
セ
ン
タ
ー
）
と
と
も

に
販
売
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

平
成
２６
年
度
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑

誌
な
ど
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
、

丁
寧
な
仕
事
で
高
品
質
と
評
価
を
受
け
ま

し
た
。 

今
号
で
は
、
こ
の
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
を

通
じ
た
、
障
害
者
の
収
入
向
上
へ
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

 

 

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
が
浸
透
し
て
き
た
き

っ
か
け
の
１
つ
が
、
平
成
２５
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」（
以

下
、「
法
」
と
い
う
）
で
す
。 

 

法
に
よ
り
国
及
び
各
都
道
府
県
、
市
町
村

は
調
達
目
標
を
示
し
た
う
え
、
障
害
者
就
労

支
援
施
設
・
事
業
所
か
ら
の
物
品
や
役
務
の

調
達
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
福
岡
県
内
の
一
部
の
市
町
村
で

は
、
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の

調
達
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方
針
が
策
定

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

福
岡
県
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

の
月
額
の
平
均
工
賃
（
収
入
）
は
、
全
国
平

均
を
千
円
程
度
下
回
る
１
万
３
千
円
余
で

あ
り
、
販
路
拡
大
に
よ
る
収
入
向
上
は
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
法
施
行
に
基
づ
く

適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国
社
会

就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
及
び
日
本
セ
ル
プ

セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
「
優
先
調
達
推
進
法

の
日
・
週
間
」
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ

せ
、
平
成
２６
年
６
月
２３
日
に
小
川
知
事
を

訪
問
し
、
要
望
書
を
直
接
手
渡
し
た
上
で
、

県
の
更
な
る
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。 

県
で
は
、
副
市
町
村
長
会
議
等
で
策
定
を

強
く
働
き
掛
け
、
平
成
２７
年
１
月
９
日
現

在
で
、
県
内
５６
市
町
村
で
調
達
方
針
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。 

  

こ
の
結
果
、
官
公
庁
か
ら
記
念
品
や
事
務

用
品
等
の
物
品
発
注
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
が
増
え
、
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
の
認
知
度

も
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

     

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
の 

販
路
拡
大
を
更
に
推
進
す 

る
た
め
、
本
セ
ン
タ
ー
で 

は
、
平
成
２７
年
２
月
に
、 

福
岡
県
か
ら
『
共
同
受
注 

窓
口
設
置
運
営
業
務
』
の 

委
託
を
受
け
、
共
同
受
注 

窓
口
の
設
置
に
取
り
組
ん 

で
い
ま
す
。 

前
述
の
と
お
り
、
「
ま
ご 

こ
ろ
製
品
」
へ
の
関
心
は 

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
発 

注
者
側
か
ら
は
「
ど
こ
に 

発
注
す
れ
ば
よ
い
の
か
、 

ど
ん
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス 

が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」 

「
製
品
の
発
注
条
件
（
量
、 

  

品
質
納
期
等
）
が
希
望
と
合
わ
な
い
」
「
デ

ザ
イ
ン
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
贈
答
品
や
記
念

品
に
は
向
か
な
い
」
等
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

単
独
の
施
設
・
事
業
所
で
は
対
応
が
困
難
で

あ
る
と
い
う
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。 

一
方
、
受
注
す
る
障
害
者
施
設
か
ら
は
、

「
官
公
庁
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
わ
か
ら
な

い
」
「
短
期
間
で
機
械
設
備
や
人
的
な
問
題

で
対
応
で
き
な
い
」
「
限
ら
れ
た
職
員
で
事

業
所
の
運
営
や
利
用
者
の
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
営
業
活
動
ま
で
手
が
回
ら
な
い
」
な 

                     

官
公
庁
も
応
援 

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法 

共
同
受
注
に
よ
り 

更
な
る
販
路
開
拓
へ

＜共同受注窓口のフロー＞ 

官公庁・企業等 

就労支援施設・事業所 

業務発注 

業務分配 
斡旋 

作業内容の
情報提供 

作業内容の
情報提供 

製品納品
ｻｰﾋﾞｽ提供

 
 
 
 
 
 
 
 

製品納品
ｻｰﾋﾞｽ提供

共同受注窓口 
（福岡県セルプセンター）

作業 
確認 
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ど
の
悩
み
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
需
要
と
供
給

が
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
な
い
状
況

で
す
。 

そ
こ
で
、
本
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
を
図
り
な
が
ら
、
障
害
者
の
収
入
向

上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
共
同
受
注
窓
口
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

こ
の
共
同
受
注
窓
口
は
、
企
業
等
か
ら
の

受
注
窓
口
を
一
本
化
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
各
事
業
所
間
で
製
品
の
品
質
を
統
一

し
、
納
期
を
調
整
す
る
こ
と
で
分
割
受
注
に

も
対
応
し
、
こ
れ
ま
で
、
単
独
事
業
所
で
は

難
し
か
っ
た
大
口
の
受
注
に
対
応
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
共
同
受
注
窓
口
に
営
業
職
員
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
営
業

や
、
企
業
等
に
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ
把

握
を
行
う
こ
と
で
、
安
定
し
た
受
注
や
、
規

格
・
包
装
等
の
統
一
、
商
品
開
発
な
ど
、
品

質
の
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
を
共
同
で
効

果
的
に
行
う
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 
 

     

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
は
、
百
貨
店
で
も
人

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

去
る
１
月
２１
日
か
ら
２５
日
ま
で
の
５

日
間
、
福
岡
三
越
で
２
回
目
と
な
る
福
岡
県

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
大
規
模
販
売
会
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
福
岡
県
と
本
セ
ン
タ
ー
の
共
同

事
務
局
で
事
業
を
実
施
し
、
県
内
各
地
か
ら

選
り
す
ぐ
り
の
商
品
約
５
万
点
を
販
売
し

ま
し
た
。 

 
 

          
初
日
の
開
会
式
で
は
、
秋
吉
正
人
本
セ
ン

タ
ー
会
長
と
小
川
洋
福
岡
県
知
事
の
主
催

者
あ
い
さ
つ
、
岩
元
一
儀
福
岡
県
議
会
副
議

長
か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、
和
白
苑 

伊
藤
さ

ん
の
「
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
！
」
と
元
気
い

っ
ぱ
い
の
掛
け
声
で
販
売
会
の
幕
が
開
き

ま
し
た
。 

 
 

            

                

期
間
中
の
２４
日
と
２５
日
に
は
、
食
の
匠

集
団
『
博
多
食
文
化
の
会
』
の
協
力
に
よ
る

食
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
と
メ
ゾ
ン
・
ド
・
ヨ
シ
ダ

の
シ
ェ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
障
害
者
施
設
で
採

れ
た
新
鮮
な
卵
や
野
菜
、
パ
ン
等
を
使
っ
て

創
作
し
た
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
や
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
を
特
別
販
売
し
、
大
人
気
と
な
り

ま
し
た
。 

５
日
間
の
売
り
上
げ
は
、
前
回
を
大
幅
に

超
え
る
１
，
３
０
０
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
前
回
買
っ
た
商
品
が
美
味

し
か
っ
た
の
で
、
今
年
も
買
い
に
来
ま
し

た
。
」「
ど
の
商
品
も
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
て

い
て
、
大
変
気
に
入
り
ま
し
た
。
」
等
の
声

も
聞
か
れ
、
大
規
模
販
売
会
は
大
成
功
で
し

た
。 

 

                

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
、
ま
ご
こ
ろ 

製
品
の
販
路
拡
大
を
通
じ
て
、
障
害
者
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
共
同
受
注
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
障
害
者
就
労
施
設
・
事
業
所
は
左
記
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
と
福
岡
県
で
は
、
３

月
２５
日
に
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
障
害
者

就
労
施
設
・
事
業
所
向
け
の
「
平
成
２７
年

度
県
事
業
お
よ
び
共
同
受
注
窓
口
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。 

     

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

福
岡
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
・ 

福
岡
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー 

事
務
局 

（
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 

施
設
課
） 

☎ 

０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
３
７
７ 

大
人
気
!! 

福
岡
三
越
で
大
規
模
販
売
会 
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近
年
、
全
国
的
に
空
き
家
や
空
き
店
舗

等
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
防
災
・
防
犯
・

衛
生
・
景
観
な
ど
、
様
々
な
面
で
大
き
な

問
題
を
生
じ
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
「
空
き
家

問
題
」
と
し
て
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

総
務
省
統
計
局
が
平
成
２５
年
に
実
施

し
た
調
査
に
よ
る
と
、
福
岡
県
に
お
い
て

３１
万
６
８
０
０
戸
の
空
き
家
が
あ
る
と

い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
本
会
で
は
、「
空
き
家
を
活
用
し

た
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
や
地
域
の
つ
な

が
り
づ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
、
専
門
職

な
ど
の
参
加
者
が
一
緒
に
考
え
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
住
民
主
体
の
元
気
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
去
る
平

成
２７
年
２
月
２３
日
（
月
）
に
福
岡
国
際

会
議
場
（
福
岡
市
）
で
「
平
成
２６
年
み
ん

な
が
主
役
の
元
気
な
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
で
９
回
目
を
迎
え
る
本
セ
ミ
ナ
ー

は
、
県
内
外
か
ら
社
協
関
係
者
や
社
会
福

祉
施
設
職
員
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

福
祉
委
員
な
ど
、
約
１
２
０
０
名
が
参
加

し
、
熱
心
に
受
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   
 

 

「
つ
な
が
り
、
支
え
合
う
、 

元
気
な
地
域
づ
く
り
の
ス
ス
メ
」 

 

日
本
福
祉
大
学 

社
会
福
祉
学
部 

児

玉 

善
郎 

教
授
を
講
師
に
迎
え
、
「
つ
な

が
り
、
支
え
合
う
、
元
気
な
地
域
づ
く
り

の
ス
ス
メ
」
と
題
し
て
、
全
国
的
に
増
加

し
て
い
る
空
き
家
の
現
状
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
支
え
合
い
活
動
を
す
す
め
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

児
玉
氏
は
、
「
現
在
、
全
国
的
に
空
き

家
が
増
加
し
て
お
り
、
平
成
２５
年
の
調
査

で
は
、
全
国
の
空
き
家
総
数
は
８
１
８
万

戸
、
空
き
家
率
は
１
３
．
５
％
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
空
き
家
が
増
え
る
こ

と
で
、
火
災
や
倒
壊
の
危
険
性
、
非
行
や

犯
罪
の
温
床
と
な
る
リ
ス
ク
な
ど
、
地
域

の
安
全
な
暮
ら
し
を
脅
か
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

空
き
家
を
負
の
遺
産
と
し
て
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
地
域
の
資
源
と
し
て
、
地
域
交

流
の
拠
点
や
移
住
・
定
住
の
場
と
し
て
活 

用
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
」
と
空
き
家
が
増
え
る
こ
と

に
よ
る
問
題
や
活
用
す
る
た
め
の
視
点

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

       

ま
た
、
「
つ
な
が
り
、
支
え
合
う
、
元

気
な
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
す
す
め
る

た
め
に
は
、
①
誰
も
が
気
軽
に
行
き
た
く

な
る
、
居
心
地
の
良
い
空
間
の
存
在
、
②

誰
で
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
相
手

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
安
心
さ
せ
る

〝
人
〟
の
存
在
、
③
食
べ
る
こ
と
や
飲
む

こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
た
つ
な
が
り
か
ら

支
え
合
い
へ
の
展
開
の
３
つ
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。
」
と
住
民
支
え
合
い
活

動
を
す
す
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
示
さ
れ
ま
し
た
。 

            

地
域
で
実
践
で
き
る 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
演 

 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
福
岡
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会 

専
務
理
事
の
佐
藤
靖
典
氏

か
ら
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
「
３
６
５
歩

の
マ
ー
チ
」「
明
日
が
あ
る
さ
」「
野
に
咲

く
花
の
よ
う
に
」
の
音
楽
に
乗
せ
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。 さ

ら
に
「
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
、
自
ら
輝
き
つ
つ
多
く

の
人
に
喜
び
を
与
え
、
社
会
を
明
る
く
元

気
に
し
ま
す
。
〝
喜
ば
れ
る
よ
ろ
こ
び
〟

を
大
切
に
、
『
で
き
る
人
が 

で
き
る
こ

と
を 

で
き
る
時
に 

で
き
る
だ
け 

出
し
惜
し
み
し
な
い
』
、
助
け
、
助
け
ら

れ
、
支
え
、
支
え
ら
れ
る
運
動
を
展
開
し
、

社
会
を
笑
顔
・
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

          

 

～
み
ん
な
が
主
役
の
元
気
な
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告
～ 

住民支え合い活動をすすめる３つのポイント 

福岡県レクリエーション協会 
佐藤 靖典 専務理事 

日本福祉大学 社会福祉学部 

児玉 善郎 教授 
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午
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
児
玉
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
実
際
に
空
き
家
を
活
用
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
２
団
体
に
よ
る
報
告

の
あ
と
、
空
き
家
を
活
用
し
た
地
域
の
つ

な
が
り
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

大
牟
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平

成
２２
年
に
「
大
牟
田
市
空
き
家
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
空
き
家
を

活
用
し
た
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
住
ま
い
に
関
す
る

課
題
を
共
有
し
、
協
働
し
て
住
宅
支
援
に

取
り
組
む
た
め
、
平
成
２５
年
に
設
立
さ

れ
た
「
大
牟
田
市
居
住
支
援
協
議
会
（
大

牟
田
住
み
よ
か
ネ
ッ
ト
）
」
の
事
務
局
も

担
っ
て
い
ま
す
。 

蔵
森
氏
は
「
空
き
家
を
活
用
し
た
取
り

組
み
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
だ
け
で
は
で

き
ま
せ
ん
。
様
々
な
業
種
の
方
と
の
連
携

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
取
り
組
み
を
市
民
の
方
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
情
報
発
信
も
必
要
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

      

糸
島
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
糸
島

地
域
に
存
在
す
る
空
き
家
を
再
生
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域
づ
く
り

を
行
う
た
め
に
、
九
州
大
学
の
学
生
が
中

心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
学
生
団
体
で

す
。 

 
宇
都
宮
氏
は
、
「
空
き
家
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
住
民
の
方
に

活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
信
頼
関
係
を
つ

く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

青
柳
氏
は
、
「
空
き
家
の
問
題
は
、
糸

島
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
で
も
同
じ
よ

う
な
課
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

糸
島
空
き
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

取
り
組
ん
だ
こ

と
を
、
他
の
地
域

に
も
伝
え
て
い

く
こ
と
も
必
要

だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。 

                   
 

大牟田市社会福祉協議会
蔵森 久美子 氏（上）

 
糸島空き家プロジェクト
宇都宮 明翔 氏（中）
青柳 光 氏  （下） 

 
去る２月１２日(木)、クローバープラザ 大ホール（春日市）で、平成２６年度 

民生委員児童委員セミナーが 1,000 名超の参加のもと開催されました。 

本セミナーは、社会・経済状況が大きく変化している中、その動きを正しく 

とらえて、住民の身近な相談者、支援者としての役割を果たしている民生委 

員児童委員が、今後も住民に最も近い地域福祉の担い手として、その資質 

の向上や活動の一層の充実のため、福岡県民生委員児童委員協議会が主催

し、毎年開催しているものです。 

はじめに、福岡県民生委員児童委員協議会会長表彰が行われ、７３名の受章民生委員児童委員の中か

ら、各ブロックを代表して４名の方々に同協議会 吉田 哲磨 会長から表彰状が授与されました。 

その後、日本福祉大学 大沢 勝 名誉総長（福岡県出身）に『「今」を懸命に

生ききる』と題し、ご自身の経験を基に地域福祉活動を行う上でのポイントに

ついて記念講演をいただきました。大沢氏は「目の前にあることに真摯に向き

合い、“今”を生ききることで、新たなつながり、輪が生まれる。」と話され、最後

に東日本大震災を経験した子ども達が歌った「空より高く」を聴ききながら、命

の大切さについて語られました。 

 

表彰式の様子 

日本福祉大学 
大沢 勝 名誉総長 【問い合わせ先】 福岡県民生委員児童委員協議会 事務局 

           （福岡県社会福祉協議会 地域課） ☎０９２－５８４－３３７７
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 本会では、去る２月６日（金）にクローバー

プラザ（春日市）で「福祉のしごと就職フェア

２０１５ in ＦＵＫＵＯＫＡ」を開催しました。 

福祉・介護分野の人材不足が喫緊の課題として指摘される中、福祉施設・事業所と求職者との

直接面談の場である本フェアへの期待は大きく、当日は、県内１６１法人から、介護職をはじめ

相談員や介護支援専門員、保育士、事務職員など１，７９１名の求人がありました。 
 

 本フェアに参加の法人には、事前にセミナーの受講を義務づ

けています。これは、本フェアを通して一人でも多くの入職者

を確保するため、各法人が求職者の傾向を把握した上で、採用

活動のポイントや職場の魅力や特徴を最大限に表現するため

のブースの作り方等を学ぶもので、厚生労働省社会・援護局長

のもとに設置された「福祉人材確保対策検討会」の構成員でも 

ある株式会社リクルートキャリア 門野 友彦 氏の協力を得

て実施しました。 

 その成果もあり、法人の「らしさ」が十分に表現された各ブースでは、担当者が独自の採用ツ

ールを使用しながら、積極的にＰＲする姿が見られました。 

 

本フェアには４８０名の学生・一般求職者が来場しました。求職

者には、当日の面談前に、自分に合った職場選びのポイント等を学

ぶ「就活応援セミナー」を受講してもらいました。 

これを踏まえて、配付された求人情報冊子で職種、処遇面等を確

認しながら、就職にあたっての悩みや疑問点、入職後のキャリアア

ップや法人の将来的なビジョン等を熱心に聴き取っていました。 
 

 本会では、福祉・介護分野への就業促進のため、無料職業紹介や

就職・資格に関する各種相談・セミナー、職場体験事業などを行っ

ています。ぜひお気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

福岡県社会福祉協議会 人材・情報課 

（福岡県福祉人材センター） 

☎ ０９２－５８４－３３１０ 

どの施設もブース作りに力が入っています

各ブースとも参加者への丁寧な説明に
心掛けました 

熱気あふれる就活応援セミナーの様子

福祉のしごとのことなら
おまかせください！ 
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福
岡
県
で
は
、
毎
年
自
ら
命
を
絶
た
れ
る

方
が
１
０
０
０
人
以
上
お
ら
れ
ま
す
。
国
で

は
、
月
別
自
殺
者
が
最
も
多
い
３
月
を
「
自

は
、
月
別
自
殺
者
が
最
も
多
い
３
月
を
「
自

殺
対
策
強
化
月
間
」
と
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り

殺
対
策
強
化
月
間
」
と
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り

が
自
殺
を
身
近
な
問
題
で
あ
る
と
捉
え
ら

が
自
殺
を
身
近
な
問
題
で
あ
る
と
捉
え
ら

れ
る
よ
う
全
国
各
地
で
様
々
な
取
り
組
み

れ
る
よ
う
全
国
各
地
で
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
時
、
そ

私
た
ち
が
悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
時
、
そ

れ
を
解
消
・
軽
減
す
る
た
め
に
何
を
し
ま
す

れ
を
解
消
・
軽
減
す
る
た
め
に
何
を
し
ま
す

か
。
家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
に
話
を
聞

か
。
家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
に
話
を
聞

い
て
も
ら
い
、
共
感
や
助
言
を
求
め
る
こ
と

い
て
も
ら
い
、
共
感
や
助
言
を
求
め
る
こ
と

か
ら
始
め
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
自
分
の

か
ら
始
め
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
自
分
の

気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
い
、
伝
え
る
人
が
い

気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
い
、
伝
え
る
人
が
い

な
い
、
伝
え
て
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
…
。

な
い
、
伝
え
て
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
…
。

こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
り
で
辛
い
思
い
を
抱
え

こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
り
で
辛
い
思
い
を
抱
え

て
い
る
人
が
い
ま
す
。

死
を
選
ぶ
そ
の
前
に
、
で
き
る
こ
と
が
あ

る
。
昨
年
創
立
３０
周
年
を
迎
え
た

社
会
福

祉
法
人
福
岡
い
の
ち
の
電
話
。
「

祉
法
人
福
岡
い
の
ち
の
電
話
。
「
眠
ら
な
い

電
話
」
と
し
て
、
２４
時
間
年
中
無
休
で
電

話
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
の
相
談
件
数
は
１
万
８
２

８
５
件
。
そ
の
う
ち
自
殺
志
向
を
伴
う
相
談

は
、
２
０
３
７
件
。
五
斗

美
代
子

常
務
理

事
は
、
「
社
会
の
あ
り
方
が
変
わ
り
、
ス
ト

レ
ス
の
発
散
の
仕
方
も
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
本
音
で
話
し
た
り
直
接
言
葉
を
交
わ
し

た
り
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
の
で
す
。
」

と
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
相
談
者
の
背
景

に
あ
る
と
話
さ
れ
ま
す
。

い
の
ち
の
電
話
は
匿
名
で
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
相
談
員
も
匿
名
。
相
談
者

は
、
お
互
い
が
匿
名
だ
か
ら
こ
そ
、
気
兼
ね

な
く
話
せ
る
そ
う
で
す
。
「
相
談
者
は
、
や

っ
ぱ
り
孤
独
な
ん
で
す
。
い
の
ち
の
電
話
は

最
後
の
拠
り
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
相

談
員
の
皆
さ
ん
は
、
そ
ん
な
思
い
で
毎
日
電

話
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
声
だ
け
を
頼
り

に
相
談
者
を
受
け
止
め
、
相
談
者
が
自
分
で

答
え
を
見
つ
け
て
い
け
る
よ
う
話
を
聞
い

て
い
く
。
相
談
員
は
、
養
成
研
修
を
終
了
し

認
定
を
受
け
た
後
も
月
１
回
の
継
続
研
修

を
受
講
し
ま
す
。
「
話
を
聞
く
た
め
に
必
要

な
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
」
と
五
斗
さ
ん
。
以

前
は
、
専
業
主
婦
が
多
か
っ
た
相
談
員
も
現

在
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
人

も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
相
談
員
さ
ん
に

も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
相
談
員
さ
ん
に

応
募
さ
れ
た
き
っ
か
け
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

応
募
さ
れ
た
き
っ
か
け
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
何
か
社
会
貢
献
を
し
た
い
と
考
え
て
い

「
何
か
社
会
貢
献
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
退
職
後
、
相
談
員
募
集
の
新
聞
記

ま
し
た
。
退
職
後
、
相
談
員
募
集
の
新
聞
記

事
が
目
に
留
ま
り
、
自
分
に
で
き
る
だ
ろ
う

事
が
目
に
留
ま
り
、
自
分
に
で
き
る
だ
ろ
う

か
と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
思
い
切
っ

か
と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
思
い
切
っ

て
応
募
し
て
み
ま
し
た
。
」
と
い
う
こ
と
で

て
応
募
し
て
み
ま
し
た
。
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

現
在
の
相
談
員
は
１
８
３
名
。

現
在
の
相
談
員
は
１
８
３
名
。
い
の
ち
の

電
話
は
眠
ら
な
い
電
話
ででででで
す
が
「
つ
な
が
ら

な
い
電
話
」
と
も
言
わ
れれれれれれれれれ
て
い
ま
す
。
相
談

員
の
不
足
に
よ
り
電
話話話話話話話話話
を
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
相
談
員
の
確
保保保保保保保保保
は
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
私
た
ち
の
活
動
を
伝
え

「
私
た
ち
の
活
動
を
伝
え

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め

に
は
、
広
報
は
大
切
で
す
が
、
予
算
は
厳
し

に
は
、
広
報
は
大
切
で
す
が
、
予
算
は
厳
し

く
、
共
同
募
金
の
配
分
金
で
と
て
も
助
か
っ

く
、
共
同
募
金
の
配
分
金
で
と
て
も
助
か
っ

て
い
ま
す
。
」
相
談
者
が
抱
え
る
「
孤
独
」
。

て
い
ま
す
。
」
相
談
者
が
抱
え
る
「
孤
独
」
。

福
岡
い
の
ち
の
電
話
は
、
「
大
丈
夫
。
皆
ひ

と
り
じ
ゃ
な
い
。
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
の
心
を
支
え
る

活
動
に
共
同
募
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

電話は、1日に約 50 件。 電話は、1日に約 50 件。 
平均相談時間は約 26 分。平均相談時間は約 26 分。長いときには、
2時間を超えることも。 2 時間を超えることも。 

いのちの電話とは
自殺予防を目的として、１９７１年に東京で創設され、現在、全国に
５０のセンターがある。２４時間年中無休で、匿名の相談を受けて
いる。 福岡県内には北九州と福岡の２カ所。 

電話相談員を募集しています！
特別な資格や学歴は必要ありません。約２年間の養成研修があり
ます。電話相談は、ボランティア（無報酬）です。 
詳しくは、福岡いのちの電話 事務局まで！ 

☎ ０９２－７１3－４３４３右から 常務理事 五斗 美代子 氏 

事務局長 濵  孝明  氏 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
岡
県
共
同
募
金
会

☎
０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
３
８
８

人
の
心
に
寄
り
添
う
活
動
を
支
援
！
赤
い
羽
根
共
同
募
金

相談は こちら 福岡いのちの電話
☎ ０９２－７４１－４３４３
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社
会
貢
献
の
見
え
る
化
が
必
要 

 
 

 

 

は
じ
め
に
、
「
社
会
福
祉
施
設
と
社
会

福
祉
協
議
会
の
連
携
し
た
社
会
貢
献
の
あ

り
方
」
と
題
し
、
文
京
学
院
大
学
の
中
島

修 

准
教
授
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

中
島
氏
は
「
社
福
は
社
会
貢
献
を
し
て

い
る
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
間
違
い
な
く

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
営
利
企
業
は
ど
う

か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
一
環
で
多

く
の
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
も
事

実
。
一
方
、
非
営
利
の
公
益
法
人
で
あ
る

社
福
に
は
、
営
利
企
業
よ
り
も
地
域
の
課

題
に
即
応
し
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
支
援
は
、
決
し
て
新

し
い
取
り
組
み
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
も

各
法
人
が
大
な
り
小
な
り
行
っ
て
き
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
各
施
設
・
法
人
単

位
で
行
っ
て
い
た
『
点
』
や
『
線
』
の
支

援
を
、
地
域
の
社
福
・
関
係
機
関
等
が
連

携
し
て
行
う
『
面
』
に
よ
る
支
援
に
発
展

さ
せ
、『
見
え
る
化
』
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
と
課
題
提
起

さ
れ
ま
し
た
。 

 

期
待
さ
れ
る
社
福
の
専
門
性
の
発
揮 

 

ま
た
、
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
し
に
く
い
人
た

ち
の
支
援
は
、
営
利
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
な
ど

で
は
で
き
な
い
、
社
福
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
地
域
公
益
活
動
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
特
に
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

は
、
支
援
対
象
に
若
者
が
入
っ
て
く
る
な

ど
、
対
象
者
が
広
が
り
、
課
題
も
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
そ
の
支
援
は
、
地
域
の
課

題
で
あ
り
、
行
政
が
社
福
に
よ
る
支
援
を

強
く
望
ん
で
い
る
部
分
で
す
。
制
度
が
で

き
る
ほ
ど
、
複
雑
化
し
た
制
度
を
使
い
こ

な
せ
な
い
人
が
増
え
て
い
る
状
況
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
本
人
が
自
身
の
課
題
を

わ
か
ら
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
も
あ
り
、

総
合
相
談
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
相
談
援
助
の
専
門
性
や 

                   

多
職
種
に
よ
る
連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 

こ
れ
に
対
応
で
き
る
専
門
職
が
い
る
の

が
、
社
福
（
社
協
や
施
設
）
な
の
で
す
。

ま
ず
は
、
各
地
域
で
社
福
同
士
が
問
題
意

識
を
共
有
し
、
連
携
す
る
こ
と
で
、
関
係

機
関
・
団
体
を
巻
き
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
あ
っ
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
。
今
後
は
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
と
も
に
、
複
数
団
体
の

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
生
活
困
窮
者
支
援
に
も
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
核
と
し
て
、
社
福

が
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
」
と
社
福
へ
の

期
待
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

熱心に耳を傾ける参加者 

文京学院大学 中島 修 准教授

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
本
会
）
で
は
、
去
る
１
月
２７
日
、
福
岡
市
Ｊ
Ｒ

九
州
ホ
ー
ル
で
、「
地
域
を
も
っ
と
良
く
す
る
た
め
の
社
会
貢
献
活
動
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

社
会
福
祉
法
人
（
以
下
、
社
福
）
は
、
事
業
の
延
長
線
上
に
あ
る
地
域
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
地
域
公
益
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
社
福
が
、
国
民
に
期
待
さ
れ
る
地
域
公
益
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
に
は
、
個
々
の
法
人
で
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
社
会
福
祉
施
設
（
以
下
、

施
設
）
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）、
地
域
等
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
活
か
し
た
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
副

題
を
「
施
設
と
社
協
が
連
携
し
た
新
た
な
地
域
公
益
活
動
の
形
」
と
し
、
各
施
設
や
社

協
、
地
域
関
係
者
を
対
象
に
広
く
呼
び
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
県
内
だ
け
で
な
く
、
九
州
各
県
や
四
国
か
ら
、
施
設
、
社
協
、
行
政
、
民

生
委
員
、
福
祉
関
係
者
等
約
３
０
０
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 
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社
協
や
施
設
の
専
門
性
を
活
か
す 

こ
と
が
重
要 

 

実
践
報
告
で
は
、
地
域
課
題
解
決
の
た

め
に
、
施
設
と
社
協
が
連
携
し
て
い
る
事

例
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ご
報
告
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
ず
、
県
内
の
実
践
例
と
し
て
、
糸
島

市
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
志
摩
会 

黒
木 

一
宏 

事
業
統
括
部
長
と
、
糸
島
市
社
協 

加
藤 

博
貴 

地
域
課
長
か
ら
、
「
施
設
の

持
つ
専
門
性
を
地
域
の
た
め
に
活
か
す

!!
～
社
会
福
祉
協
議
会
・
他
事
業
所
と

の
連
携
に
よ
る
サ
ロ
ン
活
動
の
取
り
組

み
～
」
と
題
し
、
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し

た
。 黒

木
氏
か
ら
は
、
「
平
成
６
年
に
、
社

協
が
地
域
連
携
の
た
め
の
協
議
会
を
設

立
し
た
い
と
提
案
し
た
の
が
、
社
協
と
の

付
き
合
い
の
始
ま
り
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

競
合
相
手
だ
と
考
え
て
い
た
社
協
が
、
一

緒
に
事
業
を
行
う
関
係
と
な
っ
た
の
は
、

離
島
で
の
事
業
展
開
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
地
域
づ
く
り
を
し
た
い
社
協
と
、
地

域
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
法
人
の
想

い
が
一
致
し
、
双
方
で
職
員
を
雇
用
し
、

採
算
度
外
視
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
、
サ
ロ
ン
支
援
等
に
広
が

り
ま
し
た
。
施
設
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ

と
を
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
て

い
る
社
協
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
な
が
る
支
援
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。」 

ま
た
、
加
藤
氏
か
ら
は
、
「
地
域
福
祉

で
は
、
自
助
、

共
助
、
公
助

の

バ

ラ

ン

ス
が
大
事
。

地

域

を

よ

く

し

た

い

と

い

う

同

じ

想

い

や

目

標

を

持

っ
て
、
各
法

人

が

持

つ

専
門
性
・
人

材

を

共

有

化

す

る

こ

と
で
、
個
々

の

法

人

で

は

で

き

な

い
取
り
組
み
が
で
き
ま
す
。
」
と
そ
れ
ぞ

れ
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

地
域
資
源
と
し
て
の
社
福
の
役
割 
 

次
に
、
静
岡
県
菊
川
市
に
あ
る
社
会
福

祉
法
人
和
松
会 

板
倉 

幸
夫 

常
務
理
事
、

菊
川
市
社
協 

地
域
福
祉
係 

堀
川 

直
樹 

氏
か
ら
、
「
既
存
制
度
で
対
応
で
き
な
い

地
域
課
題
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
受
け
止

め
る
!!
～
菊
川
市
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
～
」

と
題
し
、
菊
川
市
社
協
が
中
心
と
な
っ
て
、

市
内
の
社
福
で
構
築
し
て
い
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

を
中
心
に
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

堀
川
氏

は
、「
各
相

談
機
関
が

得
意
分
野

を
活
か
し

て
横
に
つ

な
が
り
、

引
き
こ
も

り
や
重
層

的
な
課
題

を
抱
え
る

方
な
ど
、

地
域
の
困

難
事
例
へ

の
支
援
を

行
う
た
め
、

セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
ま
し
た
。
既
存
制
度
で
は
対
応
で
き
な

い
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
は
少
な
か
ら

ず
地
域
に
お
ら
れ
ま
す
。
社
協
は
、
各
法

人
や
、
そ
の
専
門
性
を
つ
な
ぐ
事
務
局
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
」
と
報

告
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

板
倉
氏
か
ら
は
、「
社
福
に
は
、
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
ス
キ
ル
が
あ
り
ま
す
。
社
協
は
地

域
の
問
題
を
発
見
す
る
の
は
得
意
だ
が
、

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、

施
設
の
方
が
持
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

地
域
資
源
の
１
つ
と
し
て
、
施
設
と
社
協

が
上
手
く
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
、
よ
り

良
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
」

と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

全
て
の
社
福
が
連
携
し
、
地
域
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要 

 

最
後
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
「
今
こ
そ
社
会
福
祉
法
人
の
大
同
団

結
を
!!
～
社
会
福
祉
施
設
と
社
会
福
祉

協
議
会
が
連
携
し
、
地
域
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
は
～
」
と
題
し
、

中
島
氏
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
、
実
践
報

告
の
４
名
の
方
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
と
め
と
し
て
、
中
島
氏
は
、
「
社
福

は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
支
援
を
先
駆
的
に

取
り
組
み
な
が
ら
制
度
化
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
今
、
社
福
に
求
め
ら
れ
て
い
る

地
域
公
益
活
動
も
、
ま
ず
は
公
益
活
動
と

し
て
取
り
組
み
な
が
ら
、
制
度
化
で
き
る

も
の
は
制
度
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
社
福

に
は
常
に
新
た
な
狭
間
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

社
福
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
整
理
し

て
発
信
し
な
が
ら
、
併
せ
て
、
新
し
い
課

題
に
取
り
組
む
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
性
を
地
域
の
た
め
に
活
か
し
て
い
く
た

め
に
は
、
全
て
の
社
福
の
連
携
が
不
可
欠

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
」
と
、
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 

施
設
課 

☎ 

０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
３
７
７ 

糸島市社協 加藤 博貴 氏    志摩会 黒木 一宏 氏

菊川市社協 堀川 直樹 氏   和松会 板倉 幸夫 氏
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福岡銀行では、地域の子ども達に「読書」を通じて、豊かな人間性や

感受性を育む学びの機会を提供するという目的のもと、平成２４年度か
ら福岡県内の児童養護施設に図書を寄贈しています。 
今年度は北九州市内の６つの児童養護施設に寄贈されました。 

 去る２月５日に双葉学園（北九州市小倉南区）で行われた贈呈式では
福岡銀行 クオリティ統括部 部長代理 坂下 正治 様（写真右から３番
目）からそれぞれの施設に目録を贈呈いただきました。 
 坂下様から「若者の読書離れが進む中、図書に親しんでいただき、人
間性の豊かな子どもに育ってほしい。」との言葉をいただきました。 
 また、双葉学園 施設長で北九州市児童養護施設協議会の西田 稔夫 
会長は、「心温まる寄贈に大変感謝しています。いただいた図書は子ど
もたちのために大切に使わせていただきます。」と感謝の言葉を述べら
れました。 

 
 
 
 
 

福岡県民共済協同組合様からご寄付をいただきました。 
同組合では、平成１８年に組合創設２０周年を記念し、社会貢献の

一環として、本会に貴重な浄財を寄付いただき、以来、毎年ご寄付い
ただいております。 
去る１月２３日に行われた贈呈式では、福岡県民共済協同組合 常務

理事 石丸 一宏 様（写真左）から富安 節子 本会常務理事へ目録が贈
呈されました。 

お寄せいただいた浄財は、同組合のご意向により、障害者の働く場
である地域活動支援センター等の活動用車両購入のために活用させて
いただきます。 

福岡県民共済協同組合様、ありがとうございました。 
 
 

 
   
トヨタ部品福岡共販株式会社様（本社 筑紫野市）から、本社及び支社の

ある福岡県、佐賀県、長崎県、大分県の共同募金会にご寄付をいただきま
した。 
去る平成２６年１２月２４日、本会が各県共同募金会を代表して、同社

代表取締役社長 鈴木 国和 様（写真右）に、中央共同募金会会長感謝状を
伝達し、各県のお礼状をお渡ししました。 
今回のご寄付は、職員の皆さんの発案によるものとお聞きし深く感謝し

ております。 
本当にありがとうございました。 

 

 

 
 

●携帯に便利なポケットサイズ ＜縦１４ｃｍ 横 8.5ｃｍ＞ 

●スケジュール欄は、見やすい見開きカレンダータイプ（2016 年 3 月分まで） 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 福岡県社会福祉協議会 総務課  ☎ ０９２－５８４－３３７７ 

【主な内容】 
 ○社会福祉関係資料 ・・・ 社会福祉関係法律の要点など 

○福岡県関係資料  ・・・ 県内社会福祉施設、福祉事務所、児童相談所、
 年⾦事務所、保健所、地域包括⽀援センター等の所在地・電話番号、各種

相談窓⼝の連絡先、福岡県の⼈⼝と世帯・⾼齢化率等 

金額（税込） 

１冊 ８００円 

送料別途 
1 冊 250 円、2～6 冊 360 円、7 冊以上 600 円 
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平成２７年１・２月に福祉サービス第三者評価の結果を公表している社会福祉施設・事業所を公表します。 
 

◇社会的養護関係施設第三者評価 ４件 

【児童養護施設】天使育児園、【乳児院】北九州乳児院、【母子生活支援施設】サン・フラワー京築  
評価結果は、全国社会福祉協議会（全国推進組織）ＨＰ  http://www.shakyo-hyouka.net/  または 

福岡県福祉サービス第三者評価推進機構ＨＰ  http://www.fsw.or.jp/hyoka/top.html  をご覧ください。 
 

◇福祉サービス第三者評価 ２件 

【保育所】糸島市立神在保育所、【養護老人ホーム】養護老人ホーム 双葉 
評価結果は、福岡県福祉サービス第三者評価推進機構ＨＰ  http://www.fsw.or.jp/hyoka/top.html  をご覧

ください。 
 

福岡県福祉サービス第三者評価機関が、４評価機関となりました 
 

●受審の申込みについては、下記評価機関へ直接お問い合わせください。 

・公益社団法人福岡県社会福祉士会  ☎ 092-483-2944  

・特定非営利活動法人医療・福祉ネットワークせいわ  ☎ 0952-41-6522 

・特定非営利活動法人北九州シーダブル協会  ☎ 093-582-0294 新規 

・公益社団法人福岡県介護福祉士会  ☎ 092-474-7015 新規 
  
●問い合わせ先  福岡県福祉サービス第三者評価推進機構事務局  
・福岡県社会福祉協議会 県民サービス部 評価・相談課  ☎ 092-584-3610 

 

 

 
  
介護福祉士等修学資金貸付制度とは介護福祉士・社会福祉士の養成施設又は実務者養成施設に在学する

学生で、将来福岡県内において介護業務等に従事しようとする方に対し、資金の貸付を行う制度です。 
 

■貸付対象者 

（１）福岡県内の養成施設等又は実務者養成施設等に通学している方であること。ただし、県内に居住

している方で県内及び県外の養成施設等又は実務者養成施設等の通信課程に在学している方を含

みます。 

（２）優秀な学生であると養成施設等又は実務者養成施設等の長が推薦する方であること。 

（３）修学に際し、経済的援助を必要とすること。 

（４）同種の修学資金又は修学に係る公的な経済支援を他者から受けていないこと。 

（５）養成施設を卒業後、福岡県内で介護業務等に従事しようとする方であること。 
 
■貸付制度の概要 

貸付額 
養成施設等 

月額 ５０，０００円以内 
入学・就職準備金 各２００，０００円以内（各１回のみ） 
生活費加算 （※） 

実務者養成施設等 ２００，０００円以内 
利 子 無利子 貸付期間 養成施設に在学している期間 

保証人 連帯保証人２名が必要 返還免除 
養成施設を卒業した日から１年以内に、福岡県内におい
て介護業務等に従事し、かつ５年間引き続き従事した場合

※貸付申請時に生活保護受給世帯やそれに準じる経済状況にある世帯の子等の場合、通常の貸付に加え、生活費加

算を申請することができます。詳細は下記までお問い合わせください。 
 
■申請手続 養成施設等の入学後、養成施設等の窓口を通じて行います。 
 

【問い合わせ先】 福岡県社会福祉協議会 総務課  ☎ ０９２－５８４－３３７７ 

県内で５年以上勤務すれば、返還免除！
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